札幌市議海外視察報告書　調査

　　　　　　*視察場所の滞在日数は日程表を参考にした（報告書に添付されていないものについては、視察申出書でチェック）。

	市議　氏名
	視察先

（カッコ内は半日以上の実質滞在日数）
	目　的
	視察場所

（緑文字部分は目的と合致しないのではないかと思われる場所）
	さっぽろ女性会議の感想

（緑文字部分は報告書全体—表紙含まずーの頁数など）

	1.涌井国夫

H.12.2.1〜2.10（10日間）

\861,150

*JTB欧州地方行政調査団に参加（全国各地市町村議員職31名）
	英：ウインチェスタ

　ー市（1）

独：アルグスブルグ

　市（2）

伊：チビタビッキア

　市（3）

仏：パリ市（1）

*報告書に日程表の添付なし。
	1.英のゴミ対策について

2.独の高齢者施設対策について

3.伊の地方行政制度について

4.パリ市の再開発について
	〈イギリス〉

1.ハンプシャー州廃棄物管理所

〈ドイツ〉

2.アンナヒンターマイヤー高齢者福祉施設

〈イタリア〉

3.チビタビッキア市庁舎

〈パリ〉

4.ラ・デファンス再開発地区
	・視察した4ヵ所についての報告は詳細で丁寧だが、「市政にどう活かすか」の視点が全くない。

・10日の日程で報告書に記載するに値する視察場所が4ヵ国のみというのはいかがか。

・4ヵ国の視察目的がそれぞれ異なるのはどういうことか。「欧州観光先にありき」の印象がぬぐいきれない。

・報告書は全9ページ(46字×40行)。写真名刺等での水増しはない。

	2.猪熊輝夫

　大嶋　薫

　藤原廣昭

H.12.5.3〜5.14（12日間）

\2,893,810

*北海道福祉関係議員等連絡会主催（恵庭・江別・石狩・深川市の議員など計20名）
	スウェーデン⑶

フィンランド⑹
	1.障害児保育、障害児教育を中心に、施設サービスや制度について研修


	〈スウェーデン〉

ハニンゲン市

1.市庁舎（障害児施策の概要を聞く）

2.デイセンター

3.グループホーム

4.子ども用ショートステイ

ストックホルム市

5.障害者全国連合

ヤルフェーラ市

6.2つの小学校を訪問（統合教育視察のため）

〈フィンランド〉

ヘルシンキ市

7.調査と開発のためのフィンランド国立基金

8.補助機具センター

9.自治体協会（地方自治について：5/8-月）

ポルボー市

10.おとぎの丘保育園

11.高齢者サービスセンター

ラハティ市

12.総合保育

13.障害者トレーニングセンター

ヤルベンパー市

14.キヴィピートス総合センター

トゥースラ市

15.精神障害者デイセンター
	・ヤルフェーラ市での2小学校視察については1校しか報告されていない。

・ポルボー市での視察先「おとぎの丘保育園」に関する報告は、目的に即して記載された箇所が極めて少ない。

・報告書は全8ページ(40字×36行)だが、写真などなく無駄がない。



	3.馬場泰年（報告者）

笹出昭夫

横山光之

宮村素子

鈴木健雄

堀川素人

勝木勇人

高橋克明

H.12.8.16〜8.27（12日間）

\5,628,640
	独：フランクフルト市⑶、ハイデルブルグ市⑴、ミュンヘン市⑴

仏：パリ市⑷

*報告書に日程表の添付なし。
	1.第２次大戦の加害者の立場であったドイツ連邦共和国が過去の行為をどのように次世代に伝えようとしているのか、現場の声を聞くこと（現在の日本の歴史教科書問題に関連して）。
2.ドイツの市議会の詳細な実例を見聞し、今後の札幌市議会の在り方を探る

3.ドイツヘッセン州の介護保険の実態、特に在宅介護支援について

4.フランスの高齢化対策がどのように推進されているのか
	〈ドイツ〉

1.LIBIGSCHULE校

2.ダルムシュタット市の行政患部会議の会議室及び市議会の議事堂

3.ILUAP（個人的な在宅介護の有限会社）

〈フランス〉

4.レディデンス・レ・マニューリア（高齢者用住宅）
	・「確認できなかった/していない」などの記述が見られるが、必要なことは確認できるよう事前にきちんと勉強をしていくのが筋ではないのか。「できなかった/していない」のであれば、それなりの理由が必要と思われる。

・「ドイツ歴史教育に関する評価については、視察に参加した8名の議員それぞれに個別の意見が出ているので、一括してここに記載することは無理」と記されているが、公費での視察の場合、参加者全員が何を得たか、それぞれに報告する義務があると考える。

・何を得て、市政に何が取り入れられるのかに関してはほとんど触れられていない。触れられている部分が抽象的である。

・報告書54ページ（38字×25行）の内、報告部分は25ページ、添付資料および資料的内容が26ページであり、ページの水増しに苦慮している感がある。

	4. 平成12年度政務調査事業（自民党札幌支部連合会・政務調査会主催）

高橋忠明

宮本吉人

村山優治

千葉英守

原口伸一

山田一仁

（区連党員など計19人）

H.12.11.12〜11.17（6日間）

\2,252,920

*自民党札幌市部連合会が4年に1回行う海外視察旅行
	ベトナム：ホーチミン市

⑵

タイ：バンコク市⑵
	1.東南アジアの政治経済状況、国民生活状況、文化等について研鑽を深め、もって札幌市の街づくり並びに党政策活動に資すること


	〈ホーチミン〉

1.PROCEEDING CO.,LTD（広島県の株式会社プルミエールの現地法人である着物加工会社: (11/13—月）

2.市内視察（統一会堂、戦争反対博物館、ベンタイ市場：11/13—月)

3.日本国総領事館（11/14—火）

〈バンコク〉

5.日本大使館（11/15—水）

6.市内視察（暁の寺院、エメラルド寺院：11/15—水）

7.市内視察（アユタヤ遺跡、バンバイン宮殿、日本人町：11/16—木）
	・目的が極めて漠然としていてつかみどころがない。「国民生活状況、文化等」の目的では、一般の観光地巡りをしてもその目的は果たすことが可能で、実際の視察先もそのようなものになっている。

・報告書は全12ページ(35字×38行)で、13ページ目は名刺のコピー。

	5.高橋　功

H.12.12.22〜12.29（8日間）

\694,270


	ゴールドコースト市⑶

シドニー市⑶

*報告書に日程表の添付なし。
	目的記載なし


	〈ゴールドコースト〉

1.カランビン野鳥園

〈シドニー〉

2.パワーハウス博物館

3.ダーリングハーバー

4.モノレール
	・報告書に目的の記載がないので、視察申出書で確認すると「歴史的建造物の見学視察、自然動物園公園等の見学視察、博物館等の見学視察」となっており、実際「目的に合致した」視察場所とはなっているが、極めて観光色が強いと言わざるをえない。公費を使ってこんな視察があって良いのか？

・報告書は4ぺ−ジ(35字×37行)のみ。しかも視察もしていないのに、「最も勉強になったのは、福祉に関する考え方」であると書き、1ページを割いている。内容についてもごく一般的な福祉関係の情報でしかない。

	6.川口谷正

大西敏雄

小野正美

H.13.5.5〜5.16（12日間）

\2,545,470

*民主党が4年に1回行う海外視察旅行
	ドイツ：ミュンヘン市⑵、フライブルク市⑵

スウェーデン：ストックホルム市⑵、ソルナ市

オランダ：アムステルダム市⑵、ロッテルダム市


	1.環境問題、都市計画、交通問題、少子高齢化問題、歴史教育問題


	〈ミュンヘン〉

1.市教育委員会教育研究所（歴史専門家の講演、会談）

2.市役所・市議会表敬訪問

3.市内視察（ドイツ博物館、ニュンヘンブルク城、オリンピックスタジアム、ホ−フブロイハウス-ビアホール-、新市庁舎前広場、中央駅、レジデンツ宮殿：5/6—日）
〈フライブルク〉

4.街づくりについて専門家のレクチャー受講

5.フィッシャーリサイクリング社分け業者視察

6.ゴミ処理場視察

7.市内視察（リーゼフェルト新都市開発地域、環境に配慮したフォウ・ボン団地視察、LTR体験乗車、旧市街視察、サッカースタジアム）

〈ソルナ〉

8. Dilen保育所

9.社民党メンバーと会談

10.少子化問題について（ソルナ市役所担当書者から）

〈ストックホルム〉

11.市内視察（市庁舎の建物、王宮、

ヴァーサ号博物館、旧市街、スカンセン野外博物館、ドロットニング宮殿等：5/12—土）
〈ロッテルダム〉

12.（株）ローテブの2氏と廃棄物処理・リサイクルについて会談

*ローテムはロッテルダム市の出資で設立された廃棄物を引き取る会社。

〈アムステルダム〉

12.アムステルダムの福祉施設
13.市内視察（アンネ・フランクの家、国立博物館、アムステルダム歴史博物館、ダイヤモンド工場、コンセルトヘボー等：5/13—日）
	・アムステルダムでの福祉施設視察についての報告がない。

・それぞれの目的に沿ってレクチャーを受けたり、視察場所も目的に即している場所が多い。

・観光的視察に関しては日曜日にまとめて行っており評価できる。

・報告書は全33ページ(33字×36行)。写真は適当と思われる場所にコンパクトに挿入され、写真・名刺等に20ページ以上を割く報告書がある中で誠実さが感じられる。

	7.伊与部敏雄

西村茂樹

畑瀬幸二

H.13.8.18〜8.30（13日間）

\2,953,410
	フィンランド⑵

スウェーデン⑵

ノルウェー⑶

ベルギー⑵
	1.北欧三国の最新の福祉事情を調査すること

2.札幌市で計画中の博物館建設計画の参考に資する調査をすること


	〈フィンランド〉

1.ヘルシンキ市福祉局　スマートホーム

2.国立博物館

3.ヘルシンキ市アポロ高齢者ホーム

4.ヘルシンキ市南区カンピサービスセンター

〈スウェーデン〉

5. 国立博物館

6. バッテン社

7.ストックホルム市役所

〈ノルウェー〉

8. 国立博物館

9.オスロ障害者協会

10.オスロ市内の身障者宅

11.ハンザ博物館

12. フロゲネル公園（8/23—木）
〈ベルギー〉

13.王立自然史博物館

14.市内視察（EU本部、地下鉄、市内町並み視察：8/27—月）
	・スウェーデンの視察報告では、誰と面会しての情報なのかがわからない。

・報告書は「目次」から始まり、「はじめに」「おわりに」があるなど、体裁が整っている。

・目的に沿って、各国で博物館を視察しているもののノルウエーのハンザ博物館とベルギーの王立自然史博物館しか報告されていない。

・報告書は全19ページ(40字×40行)。写真・名刺のコピーはない。報告書としては良くまとまっている。

	8.川口谷正

大西利夫

小野正美

H.13.9.2〜9.5（4日間）

\411,30
	韓国　ソウル市⑵

*報告書に日程表の添付なし。
	1.歴史教科書問題に鑑み、韓国における歴史教育の実情、および日本に対する認識に関する教育の変遷等について直接見聞すること
	1.ソウル特別市教育委員会（議長及び奨学官等との会談

2.永元中学校（授業参観及び歴史担当教師との交流

3.独立記念館

4.西大門刑務所歴史館
	・報告書は全13ページ(35字×36行)。体裁も整っており、わかりやすく記載されている。報告書としてはまとまっている。

	9.山口たか

H.13.11.18〜11.23（6日間）

\247,170
	韓国⑷


	1.韓国民主化運動の歴史をたどる

2.日本軍「慰安婦」問題と歴史教科書問題を考える

3.韓国での日本帝国主義の足跡および新たな市民運動を訪ねる
	1.金漢中牧師（光州民衆抗争参加者の一人）

2.光州民衆抗争の地　見学

2. 光州遺族会との会談

3.智異山実相寺シンサンサ

4.木芽博物館

5.ナヌムの家

6.日本軍慰安婦歴史館

7.水曜デモ　ハルモニ（交流会）

8.米軍爆撃訓練場と周辺

9.梅香里住民対策委員会

10.西大門刑務所

11.フェミニストカフェ

12.新村一仁寺洞

13.平和市民連体（交流会）
	・報告書によれば、帰国後約２週間後に市民への報告会を、また、3種のニューズレター等への報告記事掲載など、視察を市民と共有しようとしている姿勢は評価できる。

・視察場所は目的と合致し、精力的に廻っている。

・インパクトを与えたいということかもしれないが、中には一枚の写真（パンフの表紙か？）で一頁をとっているところがあり、これは不要に思えた。

・報告書は全17ページ(41字×35行)。上記のように写真でほぼ5頁分を割いているが、全体として真摯な取り組みが伺われる。

	10.森　健次

堂見寿夫

本館嘉三

小田信孝

H.14.1.19〜11.27（9日間）

\3,933,080
	ケアンズ⑵

ブリスベン⑵

シドニー⑵


	目的記載なし（ただし、ケアンズ市役所訪問時の報告で、「メインテーマである『環境対策』」とある）


	〈ケアンズ〉

1.ケアンズ市役所

2.市内視察（ケアンズ博物館、ケアンズ・リ−ジョナル・ギャラリー、エアートレイン、クィーンズランド博物館、クィーンズランド美術館、市庁舎（見学のみ）、ローンバインコアラ保護区）

〈シドニー〉

3.ホーンズィ・ク-リンガイ・ホスピタル地域保健サービス（病院．教育施設）

4.市内視察（シドニー・オリンピック・パーク、オペラハウス、モノレール、オーストラリア博物館、ニュー・サウス・ウエールズ州立博物館、シドニー水族館）


	・目的の記載なく、視察申出書にて確認すると、「1.観光振興対策の推進と環境保全対策の両立について2.在宅福祉サービス施策の状況と問題点について3.オリンピック施設など大型施設の今後の活用策について4.博物館・美術館などの健全運営と国・地方自治体の支援対策及び児童生徒への教育内容」とあり、かなり幅広く視察目的を設定している。そのため、観光色の強い視察場所も「目的」に合致したものになる。その分、報告が上記目的に沿って書かれているなら良いが、その多くが一般的で表面的なだれでも書ける描写となっている。より強い市議としての視点が欲しい。

・報告書は全19ページ(30字×30行)。全体として文字数が少なく、そのうち、名刺のコピーで1ページを割いている。

	11.道見重信

　三上洋右

H.14.4.5〜4.12（8日間）

\1,285,840
	韓国　釜山市⑴、ソウル市⑴

タイ　バンコク市⑵

台湾　台北市⑵
	1.アジア3ヵ国の主要都市の都市事情視察（特に大規模スポーツ施設や歴史的文化施設を核とした街づくりの現状把握と都市部渋滞対策が課題。バンコクにおける交通事情と対応策）


	〈釜山市〉

1.ワールドカップ・アジア大会メインスタジアム

2.釜山市立博物館

3.福泉博物館

4.市内視察（含国際市場等）

〈ソウル市〉

5.ソウル・ワールドカップ競技場

6.戦争記念館

7.市内視察

〈バンコク〉

8.ウィマンメーク宮殿

9.地下鉄

10.スカイトレイン等交通事情視察

11.バンコク市内視察（歴史建造物、国立劇場等

〈台北〉

12.国立故宮博物院

13.中正記念館院
	・「都市事情視察」という目的では、いかなる場所も視察場所になりうる。

・「・・歴史的文化施設を核とした街づくりの現状把握」とあるが、報告書からは歴史的建造物と街づくりに関する記述はほとんど見えてこない。

・報告書は全19ページ(32字×30行)。この内、7ページは写真のみ（しかも1ページにつき２枚の写真）。

	12.柿崎　勲

H.14.4.6〜4.11（6日間）

\857,910
	キャンベラ市⑴

シドニー市⑵

メルボルン市⑶

*報告書に日程表の添付なし。
	〈キャンベラ〉

1.都市計画と都市周辺部の開発状況

〈シドニー〉

2.高齢者福祉および高齢化に対する取り組み

3.交通事情

4.芸術文化施設について

〈メルボルン〉

5.都市景観と街づくりおよび公共施設のバリアフリー対策

6.都市部のゴミ対策およびリサイクル事業の現状

7.芸術文化施設について
	〈キャンベラ〉

1.視察先不明（市役所か？）

〈シドニー〉

2.市役所

3.アングリカン・リタイアメントヴィレッジ（高齢者福祉施設）

4.オーストラリア博物館

5.州立図書館

6.市内交通事情視察

7.ダーリンハーバー

〈メルボルン〉

8.市役所

9.メルボルン博物館

10.ビクトリア・アートセンター
	・目的はすべて「視察」ではなく、「調査項目」となっているが、報告から見る限り視察である。

・訪問先は一つ一つ丁寧にまとめてあるが、中には不必要と思われる観光ガイド的記述もある。

・報告書は全23ページ(32字×30行)。写真・名刺のコピーはない。

	13.柴田熏心

H.14.7.15〜7.19（5日間）

\380,690
	タイ　バンコク市⑴

カンボジア⑵

*報告書に日程表の添付なし。
	目的記載なし


	〈カンボジア〉

1.Handicap International

2.アンコールワット

3.彫刻・塗物・織物の学校

4.市内見学（市場含む）

〈バンコク〉

5.交通事情の視察（スカイトレイン、チャオブラカ川周辺の船等）
	・視察申出書に添付された目的は「福祉施設訪問、交通事情並びに観光事情視察」とあるが、後者２項目の目的は、いかなる場所も視察可能なものになり、問題。

・福祉施設についても、なぜ訪問する必要があったのかについて触れられていない。

・訪問先からもらった英語のコピーを何の説明もなく載せているものも多く、学校見学では校名さえ記されていない。

・報告書は全19ページだが、ほとんどがパンフ、写真、航空券のコピー等に割かれており、報告書になっていない。視察先の報告を述べた部分は37字×59行のみ。

	14.加藤　齋

H.14.8.6〜8.10（5日間）

\244,980

*北海道ロシア協会4人、自治体関係者8人、道庁関係者3人同行
	ユジノサハリン市⑵

*報告書に日程表の添付なし。
	1.地元住民生活の実態調査及び札幌市観光振興のため


	1.第7回北海道サハリン州友好姉妹都市代表者会議参加

2.放射線治療用病院建設

3.サハリン市長表敬訪問

4.音楽ホール

5.図書館
	・報告書からは、実態調査及び札幌市の観光についての視察は何も行っていないようだ。

・また、報告書には、第7回北海道サハリン州友好姉妹都市代表者会議でのロシア側による挨拶の原稿が3本で10頁分を割き、写真と名刺のコピーで2頁を割いている。生活の実態に関しては、わずか8行しか記載されていない。

・報告書は全14ページ(35字×45行)。上記したように内容が希薄。

	15.堀川素人

H.14.9.18〜9.20（3日間）

\298,670
	中国　瀋陽市（1.5）

*報告書に日程表の添付なし。
	1.札幌・瀋陽市姉妹提携20周年の札幌し議会訪問団の非礼事件及買春疑惑の実態調査のため
	1.訪問団通訳として8日間同行のO氏

2. 瀋陽市外事弁公室表敬訪問

3. 瀋陽飲食服務集団公司社長訪問（この会社は札幌のライラック興行（株）の金融支援を得てギョーサ店を経営）

4.歴史博物館

	・Q&Aを中心にして記載されており、わかりやすくまた、報告書としてもまとまっている。

・この報告によって当会ははじめて上海非礼事件及び買春事件を知ることになったが、このようなことが事実とすれば、事件に関わった議員の見識を疑われると共に、人権意識の希薄さ、議員としての資質すらも疑われる。

・但し、この手の調査が公費を利用した「視察旅行」として位置付けられることについては疑問が残る。

・報告書は全7ページ(36字×35行)。他、資料3ページ

	16.佐藤美智夫

H.14.10.31〜11.14

（15日間）\799,160
	イギリス（ロンドン）

ドイツ（ハイデルベルグ・ロ−テンブルグ・ミュンヘン）バーデンバーデン）

フランス（パリ）

イタリア（フレンツェ・ローマ
	自然環境に配慮した都市計画制度の概要と職住接近の街づくり
	〈イギリス〉

・ロンドン市近郊自治体都市計画局

・コベントガーデン再開発地区

・文化公共施設

〈ドイツ〉

・ロ−テンブルグ市都市計画課

・ミュンヘンモール

〈フランス〉

・デファンス再開発地区

・文化公共施設

・パリ市近郊都市管理組合
	報告書は、テーマに沿って視察した3箇所が質疑応答の記録を含め比較的わかりやすく記載されている。訪問先、先方出席者氏名おおび時間も明記されており、この点は評価できる。しかし、15日間の視察旅行でなぜ3箇所しか報告がないのか（11/1、11/4、11/12のみで時間でみると合計8時間45分間のみの報告である）、また、イタリアに4泊しているのに、何ら報告がないのはおかしい。さらに、11/7（木）午後、11/9（土）終日、11/11（月）終日が「各自調査」と日程表に記載されているが、これらについても何ら報告がない。公費で旅行に出かけている以上、このような時間に議員が何を調査したのか、明確な説明が必要である。さらに、後半8ページは「実際に視察・訪問した場所ではありませんが、別チームとも夜、宿泊先で交流し、互いに発表し合い意見交換を行ったので、報告致します。」として自ら赴いた場所以外の報告をしている。否定はしないが、こういった報告の前に、自分自身の視察先について、もっと丁寧な報告が必要ではないのか。

・報告書は全22ページ(34字×36行)。写真は3頁。他、資料として旅行社作成の日程表など18ページ（表紙含む）


